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本研究の主旨 

生徒が学びの効力を実感し， 
    それを汎用的に用いることで 
        探究的な学びを創り出す生徒 

No.1 

2016.03.05(sat) 

◻︎知識や技能などの結果 
  の獲得にとどまらない生徒 

◻︎学びで得たことを用いて 
 学び続ける生徒 

【生徒の学びの自覚化】 

学習指導要領解説（総合的な学習の時間）より 



本研究での実践 No.2 

2016.03.05(sat) 

【関数と資料の活用を関連させる】 

 mmm 



本研究での実践 No.3 

2016.03.05(sat) 

一次関数（第２学年）の学びにおいて 
学びの効力感を持たせる学習内容としての開発を… 
そして，単元のまとめとして。 

P P A D C 

【関数と資料の活用 
   を関連させる】 



本研究での実践 No.4 

2016.03.05(sat) 

【レポートの活用】 



実践内容（授業・レポート作成） No.5 

2016.03.05(sat) 

＜問題＞ 
 ２０２０年に東京でオリンピックが開催されることになりました。 
７年後の東京オリンピックでの陸上競技，男子・女子100mに 
おける金メダルのタイムはどのくらいになるでしょうか。 

大会を行うたびに新記録！がでて
いるような気がする。今よりはい
いタイムとなると思うよ。 

そりゃそうだけど・・・。やって
みないとわからないよ。東京オリ
ンピックの記録なんてわからない。 

今までのタイムのデータをみてみ
ればいいのでは。それをみればな
んとかわかるかもよ。 



実践内容（授業・レポート作成） No.6 

2016.03.05(sat) 

そう。だから100mも記録を調べ
て，並べてみれば同じようにでき
ると思うよ。 

そういえば富士山の気温を調べた
時に点を並べて直線にして考えた
ことがあったな。 

データは，ネットとかみればわか
るはずだから調べてみよう 

生徒のレポートシートから・・・ 



実践内容（授業・レポート作成） No.7 

2016.03.05(sat) 

・過去のデータを調
べました。 
・オリンピックが行
われなかった年もあ
ることがわかった。 
・男子も女子も記録
はだんだんよくなっ
ているかな⁉  ️

きっと，グラフ
にしてみればわ
かりやすくなる
のでは？ 



実践内容（授業・レポート作成） No.8 

2016.03.05(sat) 

男子100mの記録について，座標に点をプロットする活動 

なんかバラバラだなぁ… 

１９８４年 

１９８４年以降はそう
でもないよ。 



実践内容（授業・レポート作成） No.9 

2016.03.05(sat) 

一次関数とみなして，直線で考える活動 

１９８４年の前後，データをすべてみ
たときの一次関数の式で考えてみよう。 



実践内容（授業・レポート作成） No.10 

2016.03.05(sat) 

一次関数とみなして，直線で考える活動 

分けて考えてみると，どれがいいかな… 



実践内容（授業・レポート作成） No.11 

2016.03.05(sat) 

一次関数とみなして，直線で考える活動 

青のグラフでよみとると， 
 東京オリンピックの時には，約９.５９秒‼  ︎



実践内容（授業・レポート作成） No.12 

2016.03.05(sat) 

一次関数とみなして得られた式をよみ，考える活動 

傾きは，開催ごとに縮んでいくタイムを表している！ 

            からわかることはなんだろう？ 



実践内容（授業・レポート作成） No.13 

2016.03.05(sat) 

一次関数とみなして得られた式をよみ，考える活動 

傾きは，開催ごとに縮んでいくタイムを表している！ 

            からわかることはなんだろう？ 



実践内容（授業・レポート作成） No.14 

2016.03.05(sat) 

一次関数の式を比較して考える活動 

男子の方が速いことがわかる。 
でも，傾きをみてみると… 

男子と女子の結果
について考察 



実践内容（授業・レポート作成） No.15 

2016.03.05(sat) 

２つの一次関数の式を比較して考える活動 

傾きの大きさから，男子と女子
の記録の変化の違いがわかる。 
女子の方が，どんどん記録がよ
くなっているのではないかな。 



実践内容（授業・レポート作成） No.16 

2016.03.05(sat) 

２つの一次関数の式を比較して考える活動 

…ということは？どんなことがいえるの？（私） 

それはないですよ。だって… 



実践内容（授業・レポート作成） No.17 

2016.03.05(sat) 

２つの一次関数の式を比較して考える活動 

これからの
データが変わ
れば，直線も
変わるだろう。 

…ということは？どんなことがいえるの？（私） 

 採用した数学的な手法に誤りがあるのではなく，その状況や前提の捉え方に問
題があることを見出すことができた。変化の割合及び傾きを事象の傾向（トレンド）
をよみ，今後おこるべきことについて予測するためのものとして使うことのよさにつ
いて，つまりは本当の意味で一次関数を使うということを探求的な学びの方向性と
して考えることができたと思われる。 



実践内容（授業・レポート作成） No.18 

新たな問題に取り組む際には，取り組み方が変化する 



実践内容（授業・レポート作成） No.19 

新たな問題に取り組む際には，取り組み方が変化する 



研究のまとめ No.20 

【生徒の学びの自覚化】 

生徒が学びの効力を実感し， 
    それを汎用的に用いることで 
        探究的な学びを創り出す生徒 

数学教育における 
 カリキュラムマネジメント 

      ↓ 
   学びの場面づくり 
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